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• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使巧前に r を全上のごま意 J (7 〜10ぺージ）を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管してください。 















はじめに 


はじめに 

このたびは、/け■ソニック製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございまず。 


製品の特長 

すぐれた紙搬送性能 

• 原稿の状態に応じて□ーラーを原稿へ巧し当てる時間や力を自動的に調整ずる機構を搭載していまず。 
このため、極薄の20邑 / m 2 用紙から厚めの1已7旨/ m 2 用紙まで、様々な厚さの原稿び読み取0巧能でず。 

両面高速読み取り 

• 画像タイプ（モノク □/ カラー）に関わらず、高速での読み取りび可能でず。 

片面90枚/分、両面180画像/分に00 dpi ) 

片面60枚/分、両面120画像/分 （300 邮） 

《 A 4 横置さの読み取0速度でず。 

効率的な読み取り作業をサポート 

• セルフク U - ニング機能 

イオンを発生させるイオナイヴを搭載し、読み取り面ガラスに付着ずる紙粉を軽減しまず。さらに、セ 
ルフク U —ニングブラシび読み取り面ガラスの紙粉を清掃しまず。 

• ステープル原稿検知機能 

とじ針（ステープル）で綴じられた原稿を自動で検知し、本機び大さなダメージを受ける前に読み取り 
を停止するための、ステープル原稿検知機能を搭載しています。 

-重送検知機能 

原稿の重送を検知ずる超音波方式センサーを搭載し、紙厚び異なる原稿を読み取る場合でを、重送を検 
出ずることび巧能でず。 

• 重送スキップ機能 

重送検知で読み取りび停止してを、重送スキップキーを押下ずることにより、容易に読み取りを再開ず 
ることびでさまず。重送と検知して欲しくない領収書を貼り付けた原稿や封筒などび混ざっていてを、 

重送検知を有効にして読み取ることびでさまず。 

その他の特長 

• 原稿ガイドを左ち独立した位置に設定可能でず。このため、異なる用紙サイズびミ畳在した原稿をスムー 
ズに読み取ることびでさまず。 

• 搬送路び大さく開くため、紙づまりの処理やメンテナンスび容易に行えまず。 
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はじめに 


取扱説明書の構成について 


取扱説明書（設置編）と取扱説明書（操作編）の2冊で構成されていまず。 
それじ(外に、各ソフトウエアにヘルプび付属されていまず。 


設置編 
( 印刷物） 

設置の手順と方法を記載していまず。 

操作編 
( 本書） 

各部のなまえ、操作、機能、お手入れの方法など、本機をご使用いただくラえ 
で必要となる情報を詳しく説明していまず。 

ソフトウェア関連の 
ヘルプ 

.ISIS ドライバーまたは TWAIN ドライバーから Panasonic Image 

Enhancement Technology (PIE) の機能を使用ずる際の設定方法につ 
いては、ソフトウェアの操作画面にあるヘルプボタンから参照でさまず。 

.Image Capture 円 US (に P) を使用ずる際の設定ち法については、ソフ 
トウェアの操作画面にあるヘルプボタンから参照でさまず。 

• 保守に使用ずるユーヴーユーティ U ティーについては、ソフトウェアの操 
作画面にあるヘルプボタンから参照でさまず。 


• に P とユーヴーユーティ U ティーのヘルプは、スタートメニューからち参照でさまず。詳しい閲覧方法 
については、取扱説明書（設置編）の「コンピューターにインス!-ールしたマニュアルおよびヘルプの 
参照」をご参照< ださい。 

本書の表記について 

マークについて 

操作上お守りいただをたいことなど、大切な情報をなのマークで表しています。 


お願い 

操作上、お守0いたださたい重要事項や、禁止事項び書かれていまず。 

必ずお読みください。 

お知らせ 

操作の参考となることや補足説明を記載していまず。 


表記について 

• Windows® の正式名称は、 Microsoft® Windows® operating system です。 

• Windows® XP の正式名称は、 Microsoft® Windows® XP operating system です。 

• Windows Vista® の正式名称は、 Microsoft® Windows Vista® operating system です。 

• Windows® 7 の正式名称は、 Microsoft® Windows® 7 operating system です。 


取扱説明書（操作編） 3 












はじめに 


商標および登録商標について 

• Microsoft 、 Windows および Windows Vista は米国 Microsoft 0日「口日「ョ1:1日11の米国およびその他の国 
における琶録商標または商標です。 

• ISIS および QuickScan は 、 EMC []日の日巧11日〇の米国およびその他の国における登録商標または商標で 
す。 

• 旧 M および AT は、米国 International Business Machines C 日 「porati 日 n の琶録商標または商標です。 

• Intel および Intel Core は、 ア; U 力 合衆国およびその他の国における Intel (1：日「口日「ョ1:1日11の商標です。 

• Adobe および Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国およ 
びその他の国における登録商標または商標です。 

• その他、各社名および各商品名は、各社の商標または登録商標です。 

国際エネルギースタープ□グラムについて 


H 当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国際エネル 
ギースタープ□グラムの対象製品に関ずる基準を満たしていると判断しまず。 


ENERGY STAR 


コンピューターのシステム環境 


コンピューター 

CD - ROM ドライブび使用可能な旧 M ® PC / AT ® 互換機 

CPU 

Intel ® Core ™ 2 Duo .1.8 GHz じ(上 

オペレーティングシステム 

Windows XP / Windows Vista / Windows 7 

インターフエース 

USB 2.0 

メモリー 

1 GBLU 上 

パードディスク 

空さ容量 5 GB 政上 


お知らせ 

• 上記の必要条件はずべてのオペレーティングシステムび推奨ずる条件を満たずものではありません。 

• コンピューターの動作環境またはアプ U ケーシヨンによっては、読み取り速度び異なる場合びありま 
す。 

• USB 1.1 で接続した場合、読み取り速度び遅くなりまずので 、 USB 2.0 インターフェースをご使用 
<ださい。 

• USB 八ブに接続した場合の動作は保証でさません。 
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ち < じ 


ち< じ 

安全上のごま意 . 

お使いになる前に . 

正しくお使いいただくためのお願い . 

各部のなまえとはた5を . 

本体 . 

操作パネルとランプ表示 . 

使5 . 

電源を入れる . 

原稿を準備する . 

読み取り可能な原稿 . 

読み取りび困難な原稿 . 

原稿を読み取る . 

同ーサイズの原稿を読み取る . 

異なるサイズの原稿を読み取る . 

コント□-ルシートを使ラ . 

コント□-ルシートの印刷について . 

背景色を変更ずる . 

基準板を切り替える . 

曰常のお手入れ . 

原稿びつまったとき（ジャム、重送、またはスキューによる紙づまり) 
お手入れについて . 

外側の清掃 . 

内側の清掃 . 

搬送路の清掃 . 

□ —ラーの r 目掃 . 

センサーと読み取り面ガラスの清掃 . 

消耗品-オプション品について . 

消耗品•オプション品 . 

消耗品を交換する . 

給紙□ーラーモジュールの交換 . 

U 夕ード□ーラーの交換 . 

オプション品を取り付ける . 

インプ U ンターユニットを取り付ける . 

インクカート U ッジを取り付ける . 

インクカート U ッジを取りはずす . 

印字について . 

必要なとを . 


7 _ " 14 4 6 
- . — 1 — 11 


7 7 8 8 9 0 
111112 


17 4已7 7 
2 2 3 3 3 3 


如が^ 


0 4 7 7 8 8 
^万一0占占古 


2 6 6 9 1 2 3 
cp ぶ cp ぶス 
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ち < じ 


故障かなと思ったとさ（簡単なトラブル点検） . 73 

シエーデ ィング捕正 . 76 

再包装のしかた . 77 

tt 様 . 79 

保証とァフターヴービス （よくお読みくださの . 81 

索引 . 82 
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まを上のごを意 


安全上のご注意 G 必ずお守りください） 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

A ま意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」でず。 

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。 

(次は図記号の例でず。） 

〇 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 

A 

気をつけていただく内容でず。 


A 警告 


■めれた手で、電源プラグの巧を是しは 
しなし、 



感電の原因にな0まず。 


めれ手禁止 


■電源コードを引っぱ6ず、電源プラグ 
を持って巧< 

〇 電源コードを傷め、乂災-感電の 
原因になりまず。 


■ コンセントや配線器具の定格を超える 
ほいかたや、交流100 V な巧でのほ 
用はしない 

0 たこ足配線などで、定格を超え 
ると、発熱による乂災の原因に 
なります。 


■ 異物（金属片•水-液体）が本機の巧 
部に入った場合は、電源スイッチを切 
D 、 電源プラグを巧く 

そのまま使用ずると、火災•感 
S の願になりまず。 

電源プラグ 
を巧く 

参使用を中止し、お買い上げの販売店にごホ目 
談< ださい。 


取扱説明書（操作編） 7 

















まを上のごを意 


A 警告 


■ 電源コードや電源プラグを破損するよ 
ラなことはしなし、 

傷つける、加工ずる、熱器具に近づけ'\ 

る、無理に曲げる、ねじる、引っ張 
る、重い物を載せる、束ねるなど J 

0 傷んだまま使用ずると、感電- 
ショート-火災の原因にな0ま 

禁止す。 

参修理は、お買い上げの販売店にご相談<だ 
さい。 

■ 巧煙•発熱•異真-異音などの異常び 
巧をした場合は、電源スイッチを切 D、 
電源プラグを巧< 

そのまま使用すると、乂災•感 
S の願になりまず。 

電源プラグ 
を巧く 

• 使用を中止し、お買い上げの販売店にご相 
談< ださい。 


■ 電源プラグのほこ D などは定期的に 
とる 

〇 電源プラグにほこりびたまる 
と、湿気などで絶縁不良にな0 
乂災の原因にな0まず。 


参電源プラグを抜さ、乾いた巧でふいてくだ 
さい。 


■ 電源プラグはお元まで確実に是し込む 

〇 差し込みび不完全でずと、感電 
や発熱による乂災の原因にな0 
まず。 

♦傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは 
使用しないでください。 



■ 雷び鳴った6本機や電源プラグに触れ 
ない 


接軸禁止 


感電の原因にな0まず。 


■分解や修理、改造をしない 


分解禁止 


火災-感電の原因にな0まず。 


• 修理は、お買い上げの販売店にご相談<だ 
さい。 


■ ラークリーニングぺーパーは、义 

気の近<ではほ用しない 


义気禁止 


含まれたイソプ□ピルアルコー 
ルは、揮発性のため引火しやず 
<、乂災の原因にな0まず。 


■化ず、アース線接続を巧ラ 


© 漏電した場合は、乂災-感電の 
原因になりまず。 

ァース 線接続 

• アース線接続びでさない場合は、お買い上 
げの販売店にごホ目談ください。 


8 取扱説明書（操作編) 









まを上のごを意 


A 注意 


■ 化ず付属の電源コードをほ用する 


〇 付属 LU 外の電源コードを使用ず 
ると乂災の原因になることびあ 
りまず。 


■ 本機を巧動させる場合は、化ず電源ス 
イッチを切 D、 電源プラグを巧く 

C 電源コードび傷つを、乂災•感 
電の原因になることびありま 
す。 

電源プラグ 
を巧く 


■ 不ま定な場所や振動の激しい場所には 
設置しない 

0 落下により破損-けびの原因にな 
ることびあります。 

禁止 

■ 本機の上に水などの入った容器を置か 
ない 

0 水などびこぼれて本機にかかる 
と、乂災-感電の原因になるこ 
とびあ0まず。 


■本機を運ぶ際は、トレイを持たない 

0 落ちて、けびの原因になること 
びあ0まず。 

禁止 


■ 連休などで長期巧ほ用しない場合は、 
電源スイッチを切 D、 電源プラグを巧 
< 

漏電によ0、火災の原因になる 
ことびありまず。 

電源プラグ 
を巧く 

■落下した D、 本機を破損した場合は、 
電源スイッチを切 D、 電源プラグを巧 
< 

C そのまま使用ずると、乂災-感電 
の原因になることびありまず。 

電源プラグ 
を巧く 

• 使用を中止し、お買い上げの販売店にごホ目 
談< ださい。 

■ 湿気や湯気-油煙•ほこ D のをい場所 
ではほわない 

0 乂災-感電の原因になることび 
ありまず。 

禁止 

■ トレイを台か6はみ出したが態でほね 
ない 

0 落ちて、けびの原因になること 
びあ0まず。 

禁止 

■通気孔をふをびない 

0 内部に熱びこち0、火災の原因 
になることびありまず。 

禁止 


取扱説明書（操作編） 9 










まを上のごを意 


A 注意 


■ 本機の上に重いをのを置かない 


0 落ちて、けびの原因になること 
びあ0まず。 

禁止 


■ ADF ドアを巧めるとを指のはさみ込 
みにま意する 

A けびの原因になることびありま 
す。 

指にを意 


■ 連続運起直をは搬送巧（読み巧 D 面 ■ 狭い場所でほ用するとをは換気をよ< 

ガラスやその周辺）に手を触れない する 


^ やけどの原因になることびあ0 


巧血ま忌 



オゾンなどの発生によ0、臭い 
によって吐さ気をちよおずこと 
びあ0まず。 


■本機を運ぶ際は、化ず二人で両側の 
グ y ップを持つ 



一人で持つと、落としてけびの原因になるこ 
とびあ0まず。 


■ □—ラークリーニングぺーパーに 含ま ■ □— ラークリーニングぺーパーをほ ラ 

れた 液な:をのい込んだ D 、 がんだ D し とまは、 保護手袋を ほ 用す る 


ない 

0 人体に害をおよぼずおそれびあ0 
ます。 

禁止 

参換気のよいところで使用してください。 

参使用中に気分び悪<なった場合は直ちに使 
用を中止し、新鮮な空気の所でち静にし、 
医師の診察を受けて<ださい。 


〇 皮膚の弱い人は、□ーラーク 
U —ニングペーパーでかぶれる 
おそれびあ0まず。 

♦使用後は、石験でよ<手を洗って<ださい。 
♦誤って眼に入ったり、皮膚や顔についた場 
合は直ちに水で洗い、医師の診察を受けて 
ください。 
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お使いになる前に 

'~~ iT " ■- — ' - ^ j - ■-古 マ^ ‘ 


正しくお使いいただくためのお願い 

本機の取り扱い 

• 湿度の高いときや、寒い部屋から急に暖かい部屋に移動させた場合は、そのまま使用しないでください 

本機び結露ずることびありまず。そのまま使用しまずと原稿読み取りび不十分になりまずので、内部の□一 
ラーを乾いた巧でふさ、暖かい部屋に1〜2時間放置して、内部び乾いてからご使用ください。 

-直射日光の当たる場所やを暖房機の近くに置かないでください 

温度 3CrCLU 上、 1 已で LU 下および湿度 80 Q/oLU 上、 20 日/山ソ下は誤動作、変形、故障の原因になりまず。 

• 静電気の発生しやずいじゅラたんなどの上には置かないでください 

静電気び発生し、故障の原因にな0まず。 


CD - ROM ①取り扱い 

• CD - ROM の表裏に文字を書いたり、紙を貼5ないでください 

データび正常に読み取れな < な0まず。 

• 信号面に軸れないでください。また、持つときは、指紋や傷びつかないように持ってください 

ラベルのない虹色の面は、データび書を込まれている信号面でず。信号面び巧れると、データび正常に読み 
取れな< な0まず。 

-長時間直射日光の当たるところや暖房機などの近くに放置しないでください 

CD - ROM び変形し、データび正常に読み取れなくなりまず。 

• 投げたり、巧げたりしないでください 

CD - ROM に傷びついたり、変形したりずると、データび正常に読み取れなくなりまず。 


□ —ラークリーニングぺーパーの取り扱い 

• 乳幼巧の手の届かないところに保管してください 

• 40 ° C じ(上になる場所や直射日光の当たる場所には保管しないでください 

• □ーラーや読み取り面ガラス①清掃むがの目的には使用しないでください 

. □-ラークリーニングぺーパーに関しての詳細を知りたい場合は、ををデータシート （ MSDS ) などの資料 
をご請巧ください 
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お使いになる前に 


法律で禁じ5れていること 

次のよラなコピーは法律により罰せられまずので十分ごを意ください。 

• 法律でコピーを禁止されているをの 

1 . 国内外で流通ずる紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券 

2 . 未使用の郵便切手、官製はびさ 

3. 政府発行の印紙、酒税法や物品管理法で規定されている証紙類 
• ミ主意を要ずるちの 

1 . 株券、手形、ル切手など民間発行の有価証券、定期券、回数券などは、事業会社び業務上必要最 
な部数をコピーずる LU 外は政府指導によってを意び呼びかけられていまず。 

2 . 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食券 
などの切巧類のコピーち避けて<ださい。 

-著作権の対象となっている書籍、絵画、版画、地図、図面、写真などの著作物は個人的または家庭内 
その他、これに準ずる限られた範囲内で使用ずるためにコピーずる攻外は禁じられていまず。 


電波障害自主規制について 


この装置は、クラス A 情報技術装置でず。この装置を家庭環境で使用ずると電波妨害を弓 I さ起こずことび 
ありまず。この場合には使巧者び適切な対策を講ずるよラ要巧されることびありまず。 VCCI-A 


瞬時電圧低下について 


本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧な下に対し、不都合び生じることびありまず。電源の瞬時電圧 
低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めしまず。 

(社団法人電モ情報技術産業協会（社団法人曰本電子工業振興協会）のノ（ーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策ガイドラインに基づく表お） 


電源の接地接続について 

接地接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行って下さい。又、接地接続をはずず場合は、必ず電 
源プラグを電源から切り離してから行って下さい。 

( J 60 日已〇 ( H 19) の要巧による記述） 


電源局調艘1しついて 

JIS C 6] 000 -3-2 適合品 

本製品は、高調波電流規格 「JIS C 61000-3-2」に適合していまず。 
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お使いになる前に 


セキュリティーに関するお願い 

本機で読み取る原稿や読み取ったデータの管理はお客様の責任にて行ってください。特に LU 下についてごミ主意く 
ださい。 

• 重要な原稿は、読み取りの前後で枚数び一致していることを確認し、取り忘れなどのないよラにしてくださ 
い 

• 重要なデータは定期的にノ（ックアップしてください 

• PC や八ードディスクなどの修理や廃棄をずるとさは、内部の画像データを完全に消去してください 

その他 

• 原稿を読み取る前に、クリップやとじ針（ステープル）を必ずはずしてください 

本機を破損したり、原稿を傷める原因になることびありまず。 

• お手入れのときは、柔5かい乾いた巧を使用してください 

研磨剤入りの洗剤やシンナー、ベンジンなどは使わないでください（変形、変色の原因になりまず）。 

• 電源プラグは、巧き差しび容易にできる近くのコンセントに接続してください 
-付属の電源コードは本機専用でず。他の機器には使用しないでください 
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さ部のなまえとはた s さ 


本体 

前面 



①原稿ガィド 

⑤ ADF ドア開閉 レバー 

③ ホッパー延長トレイ 

④ 原稿ガイド□ック 

⑥ 排紙補助ガイド 

⑥ 排紙トレイ 

⑦ 排紙ストッパー 
⑥延長トレィ 

⑤ ADF ドア 

⑩手差し切替レバー 

読み取り方法を、連続読み取り （ Auto )、 手差し読み取り （ Manual ) に切り替えまず。 

⑩ホッパー 
® 操作パネル 

詳しくは、「操作パネルとランプ表示」 （1 己ページ）をご参照ください。 

⑩電源スイッチ 
@レディランプ/エラーランプ 

詳しくは、 r 操作パネルとランプ表示」 （16 ページ）をご参照ください。 
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各部のなまえとはた s き 


背面 



①インプリンタードア 

別売のインプ1」ンターユニットやインクカート U ッジを取り付けるとさ、このドアを開けまず。 
インプ U ンターの取り付けについては、「インプ U ンターユニットを取り付ける」 （66 ページ）を 
ご参照 < ださい。 

⑤ ファン排気 □ 

③ 電源 用コネクター 

④ 電源コード 

⑥ USB コネクター 
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さ部のなまえとはた s さ 


操作ノ ネルとランプ表示 



重送び発生した場合にこのキーを巧ずと、重送した原稿を排出し、重送した原稿の画像を取得した後 
で、読み取0処理を継続しまず。 

⑤スタート/ストップキー （ Start / Stop ) 

• アプ U ケーシヨンソフトで「手差しモード」‘1を[キー待ち]に設定している場合には、このキー 
を巧ずと読み取0を開始しまず。 

• 読み取りを実行しているとさにこのキーを巧ずと、読み取りを停止しまず。 

• 重送び発生した場合にこのキーを巧ずと、重送した原稿を排出し、重送した原稿の画像は取得さ 
れず、読み取り処理を終了しまず。 

③ レデイランプ （ Ready ) 

本機の状態をおします。 

④ エラーランプ （ Error ) 

エラーび発生したとさに点なしまず。 

*1 r 手差しモード」については、に P のヘルプをご参照ください。 

じ(下の表におずように、レディランプ（⑤）とエラーランプ（④）の組み合わせで本機の状態を表しまず。 


③ レディランプ（緑） 

④ エラーランプ（ホ） 

本機の状態 

点灯 

消灯 

待機中 

点な 

点滅（な速） 

ミち意あ0’1 

消打 

点灯 

エラ-*1 

点滅（低速） 

消打 

省電カモード 

点滅（低速） 

点滅（低速） 

を意あり’1/省電カモード 

点滅（高速） 

消打 

準備中 

点滅 （2 回連続点滅） 

消打 

重送スキップモード 


‘1ま意、エラーの内容はユーヴーユーテイ U テイーで確認してください。 
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使ラ 


電源を入れる 

1 本機の電源スイッチ（①）を「 I 」（入）にずる 
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使ラ 


原稿を準備する 


読み取り可能な原稿 

本機で読み取り巧能な原稿は、 LU 下のとおりでず。 


原稿のサイズ 


48〜297 mm 




i 

給紙 

方向 



70—432 mm 


紙厚：吕〇〜1已7 g/ms 

• ホッパーに一度に置ける原稿の枚数は、7已邑 / m 2 の 
新紙で200枚でず。 

お願い 

• 原稿は、原稿ガイドにある最大量表お位置を超えな 
いよラにセットして<ださい。 

推奨ずる原稿の種類：普通紙 ( PPC ) 


原稿の種類 


-普通紙 

• 再生紙 

-ボンド紙 

• OCR 用紙 

-新聞紙 

• ル切手 

• ノーカーボン紙 

• トレーシングペーパー 


ただし、 L ソ下の条件を満たずちの 


力ール 

J D mm J 合紙方向 

巧れ 

給紙方向 

1 □ mm /{ ^ - 


厚みやサイズの異なる原稿を混載する場合 


原稿の厚み 

最薄紙と最厚紙の厚みの比び1.已攻内 

原稿のサイズ 

最ノ J \原稿サイズと最大原稿サイズの幅の比と長さの比びそれぞれ 

1.已じ(内 

例）最ル原稿サイズび A 4 の場合は最大 A 3 サイズまで、最ル原稿 
サイズび A 6 サイズの場合は最大 A 5 サイズまで混載可能 
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使ラ 


読み取りび困難な原稿 

し U 下の原稿は、ラまく読み取れない場合びありまず。 

• 破れたり、周巧にさざみのある原稿 
• 力ール、しわ、折り目のある原稿 
• カーボン付さ原稿 

• 封筒、切り貼りした原稿など、紙の厚さび不均一なをの 
• 端辺にミシン目や穴のある原稿 
• コーティング紙 


じ(下の原稿は、使用しないでください。 

-感熱紙 
-写真 

• OHP シート、プラスチックフィルム、布地または金属シートなど 
• クリップ、とじ針（ステープル)、のりの付いた原稿 
• インク、朱肉などび乾ききっていない原稿 
• 四角 LU 外の異形原稿 


読み取り原稿についてのお知5せ 

• 読み取りび困難な原稿や、読み取り巧能な原稿であってを、紙質によってはラまく読み取れない場合び 
ありまず。 

読み取り画像び斜めになっていたり、重送や紙ゴまりび発生ずる場合は、政下の方法で読み取ってくだ 
さい。 

-□ーラーとセンサーを清掃ずる 
-ホッパーにセットずる原稿の枚数を減らず 
-縦置さを横置さに、または横置さを縦置さにずる 
-読取条件で r 搬送速度」を[な速]にずる 
-手差し読み取りで1枚ずつ読み取る 

• ステープル原稿検知を使用する場合は、原稿の後端のカールや折れちまっすぐ伸ばしてから読み取って 
<ださい。 

‘1読取条件の詳しい設定のちまは、に P または円 E のヘルプをご参照<ださい。 
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使ラ 


原稿を読み取る 

本機では、同ーサイズの原稿の読み取りや、異なるサイズをミ畳載した原稿の読み取りびでさまず。 

お願い 

• 原稿を読み取る前に、ク U ップやとじ針（ステープル）を必ずはずしてください。本機を破損したり、 
原稿を傷める原因になることびありまず。 



• しわや折れのある原稿は、紙づまりの原因になったり、原稿を傷める原因になることびありまず。読 
み取る前に、しわや折れのない状態にしてください。 

• 特に重要な原稿を読み取る場合は、読み取った画像およびその枚数び、元の原稿と合っていることを、 
必ず確認してください。 

• 排紙トレイ上に排紙された原稿は、その都度取り除いてください。 
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使ラ 


同ーサイズの原稿を読み取る 

1 手差し切替レバーを動かし、連続読み取り （ Auto )、 または手差し読み取り ( Manual ) を選択ずる 

連続読み取り （ Auto ) 



手差し読み取り ( Manual ) 



お願い 

• 手差し読み取り ( Manual ) にしたときは、 ] 枚ずつ原稿を給紙してください。 
• 重要書類、または複葉紙を読み取るとさは、手差しで給紙してください。 

お知らせ 

• 手差し読み取り ( Manual ) にしたときは、重送検知び無効になりまず。 
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使ラ 


2原稿ガイド（①）をセットずる原稿サイズよりやや広めの位置に合わせる 



3原稿をさばく 

• とじ針（ステープル）でとじられていた原稿やファイルされていた原稿は、重送などの防止のため、 
セツトずる前によくさばいておく必要びありまず。 

〇原稿の各端をさばいて、密着している束状の原稿を分離しまず。 

0原稿の両端を持って、図のよラに曲げまず。 

包原稿をしっかりとつかんで図のように両側へ引っ張り、中央部に波状のふくらみを作って分離しまず。 



4原稿をさちんとそろえる 
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使ラ 


5読み取る面を上向さにして、ホッパー（①）に原稿を載せ、矢印方向に止まるまで挿入ずる 



お願い 

• 原稿は、原稿ガイドにある最大量表お（②）位置を超えないようにセットしてください。 
最大量を超えると、紙づまりや原稿の斜め読みの原因になりまず。 

6原稿ガイド（①）を矢印方向に寄せ、原稿の幅に合わせる 
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使ラ 


ホッ/ 一か5原稿びはみ出ず場合 

ホッパー延長トレイ（⑤）を引き出ず 



7排紙ストッパー(①）を起こず 



24 取扱説明書（操作編) 




















使ラ 


排紙トレイから原稿びはみ出す場合 

排紙ストッパー(⑤）と延長トレイ（③）を原稿サイズに合わせて引き出ず 



長さの短い原稿をセットずる場合 

下図のよラな原稿を読み取る場合、排紙ストッパー（④）をいっぱいに起こし、原稿サイズに合わせて、 
延長トレイ（⑥）を引さ出ず。 


給紙方向 



原稿 
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使ラ 


幅の狭い原稿 （48 〜10已 mm ) をセツトずる場合 

排紙補助ガイド（⑥）をおろず 



お願い 

-排紙補助ガイドを使用した後は、元の位置に戻してくださし、。 


8アプ U ケーシヨンソフト’1を使って原稿を読み取る 

’1付属のに P や QuickScan Pro デモなど、スキャナーから画像読み取りを巧ラためのソフトウェア 
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使ラ 


異なるサイズの原稿を読み取る 

混載の条件については、「厚みやサイズの異なる原稿を混載ずる場合」 （18 ページ）をご参照ください。 

• 異なるサイズの原稿を同時に読み取る場合は、排紙された原稿びばらけて順番通りに並ばないことびあ 
りまず。 

1 手差し切替レバーを動かし、連続読み取り （ Auto ) を還おずる 

連続読み取り ( Auto ) 



2 原稿ガイドの□ックを解除ずる 

• □ックを解除ずるためには、図の方向に原稿ガイド□ックをスライドさせて◄(① ） と♦(③ ） を合 
わせます。 
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使ラ 


3原稿ガイド（①）をいっぱいに広げる 



4原稿をさばく 

• とじ針（ステープル）でとじられていた原稿やファイルされていた原稿は、重送などの防止のため、 
セツトずる前によくさばいておく必要びありまず。 

〇原稿の各端をさばいて、密着している束状の原稿を分離しまず。 

© 原稿の両端を持って、図のよラに巧げまず。 

〇原稿をしっかりとつかんで図のように両側へ引っ張り、中央部に波状のふくらみを作って分離しまず。 



上記の手順を必要に応じて繰り返しまず。 

お願い 

• 原稿サイズごとにさばいてください。 
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使ラ 


5 原稿を片方によせてそろえる 



6 読み取る面を上向さにし、原稿をホッパー（①）に載せる 

• 一番ルさい原稿の中むと給紙□ーラー（③）の中むを合わせて載せてください。給紙□ーラーから 
原稿びはずれていると、給紙されません。 



お願い 

• 原稿は、原稿ガイドにある最大量表お（③）位置を超えないようにセットしてください。 

最大量を超えると、紙ゴまりや原稿の斜め読みの原因になりまず。 

• 原稿の種類によっては、ラまく給紙されないことびありまず。その場合には、ホッパーに載せる 
原稿の枚数を減らしてください。 
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使ラ 


ホッ/ 一か5原稿びはみ出ず場合 

ホッパー延長トレイ（④）を引き出ず 



7原稿ガイド（①）を、原稿の幅に合わせる 
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使ラ 


8原稿をはずして、原稿ガイドを□ックずる 

• 原稿ガイドを□ックずるためには図の方向に原稿ガイド□ックをスライドさせて ◄(©) と♦(③ ) 
を合わせまず。 



9原稿をホッパーに戻し、原稿ガイドを原稿に合わせる 

お願い 

• 原稿び片方に揃っていることを確認してください。 

• 一番ルさい原稿の中むと給紙□の中むび合っていることを確認してください。 
10排紙ストッパー(①）を起こず 
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使ラ 


排紙トレイか5原稿びはみ出ず場合 

排紙ストッパー(②）と延長トレイ（③）を最大原稿サイズに合わせて引き出ず 



長さの短い原稿をセットする場合 

下図のよラな原稿を読み取る場合、排紙ストッパー（④）をいっぱいに起こし、原稿サイズに合わせて、 
延長トレイ（⑥）を引き出ず。 


I 給紙方向 



原稿 



11アプ U ケーシヨンソフト’1を使つて原稿を読み取る 

’1付属のに P や QuickScan Pro デモなど、スキャナーから画像読み取りを行ラためのソフトウェア 
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使ラ 


原稿ガイドの左ち位置を戻ずには 

1 原稿ガイドの□ツクを解除ずる 

• □ックを解除ずるためには図の方向に原稿ガイド□ックをスライドさせて、◄(① ） と♦(③ ） を合 
わせます。 



2 原稿ガイドをいっぱいに広げる 
3 原稿ガイドを□ックずる 

• □ックずるためには図の方向に原稿ガイド□ックをスライドさせて、◄(① ） と♦(⑤ ） を合わせまず。 
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使ラ 


コント □ —ルシートを使う 

コント□ールシートを使用ずると、読み取り途中で読み取り条件を変更ずることびでさまず。コント□ール 
シートを原稿の間にはさんで読み取りを行ラと、コント□ールシートの次の原稿から読み取り条件び変更さ 
れます。 

コント□-ルシートは、付属の CD - ROM に収められていまず。 



コント□-ルシート①機能 

片面読み取り、両面読み取り、2値化、2已6階調グレー、カラー、ダイナミックスレッシュホールド、 
ディヴ、誤差あ散、ユーヴー定義 N 0.1〜日、セパレーシヨンシート 

お知らせ 

• 複数枚のコント□ールシートび同時に使用でさまず。 

• コント□ールシートの機能を使用ずるには、お使いのアプ U ケーシヨンソフトびコント□ールシート 
に対応している必要びありまず。ご使用の際は、お使いのアプ U ケーシヨンソフトの説明書をご参照 
<ださい。 

• コント□—ルシートは、付属の CD - ROM より印刷してご使用ください。 
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使ラ 


コント□—ルシートの印刷について 

• お大/縮ルをせずに、指定のサイズの用紙に印刷して<ださい。 

• 印刷後のパターンび用紙の上端から2已 mm 、 左ち中央の位置に<るよラに調整して<ださい。 


用紙の左ち中央 


1 




I 2已 mm I 


1111111111 . 


. 1111111111 

1111111111 



く A4 印刷の例> 

1111111111 


<A3 印刷の例> 


• 読み取りの際は、読み取り原稿と同じサイズの用紙に印刷して使用してください。 

• ミちしたり、折り曲げたり、しわにならないよラにしてください。正しく読み取ることびできなくなりまず。 
. コント□-ルシートの詳細については、円 E のヘルプ r コント□-ルシート検出」をご参照ください。 
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使ラ 


コント□ールシート①印刷手順 

お知らせ 

. コント□ールシートを印刷ずるためには、お使いのコンピューターに Adobe * Reade 巧 D ; インス I 
ルされている必要びありまず。 

• 印刷条件の設定については、お使いのプ U ンターの説明書をご参照ください。 

1コンピューターの CD/DVD ドライブに付属の CD-ROM を挿入ずる 
• クイックメニューソフトウェアび自動で起動しまず。 

• セットアップ画面び表示されまず。 

お知らせ 

• Windows Vista および Windows 7で自動再生のダイア□グボックスび表示される場合には、 
liCDRun . exe ] を選択しまず。 

• クイックメニューソフトウェアび自動起動しない場合は、[マイコンピュータ] (Windows Vista 
および Windows 7では[コンピューター])から CD/DVD ドライブを選び、に DRun . exe ] をダ 
ブルク U ックしてください。 

2本機を選択ずる 

3画面ち側の「マニュアル」リストから「コント□-ルシート」を選択ずる 
4原稿と同じサイズのコント□ールシートを印刷ずる 
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使ラ 


背景色を変更する 

本機は基準板を切り替えることで、読み取りの背景を白または黒のいずれかに設定ずることびでさまず。 
工場出荷時は黒に設定されていまず。 

お願い 

-基準板（表）と基準板（裏）は同じ設定にしてください。表と裏の設定び異なると正しく読み取るこ 
とびでさません。 

基準板を切り替える 

1 本機の電源スイッチ（①）を「〇」 （ 切）にずる 
• ホッパーの原稿を取0除いてください。 



2 ADF ドア開閉レバー(①）を引き、 ADF ドア（③）を開ける 



取扱説明書（操作編) 
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使ラ 


3 基準板（表）（①）と基準板（裏）（②）を回ず 
• 矢印の方向に両手でゆっくりと回しまず。 

. き準板の外側の◄マーク（⑤）と基準板の►マーク（④）び合うまで回しまず。 
この時の基準板の色び背景色でず。 



お願い 

• 基準板は、必ず矢印の方向に回してください。 

• 基準板の外側の◄マーク（③）と基準板の►マーク（④）び合っていることを確認してください。 
この場所び合っていないと正しい背景色になりません。 


38 取扱説明書（操作編) 
























使ラ 


4 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつく 0と巧し下げまず。 



5 本機の電源スイッチを「 I 」（入）にずる 


取扱説明書（操作編) 
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曰常のお手入れ 


原稿びつまったとき（ジャム、重送、またはスキューに 
よる紙づまり） 

先端び折れ曲びっていたり、破れている原稿や薄い紙の原稿などは、読み取り時に紙ゴまりの原因になりま 
す。原稿がつまった場合は、下記の要領でつまった原稿を取り除いてぐださい。 


A 注意 


連続運転直後は搬送路（読み取り面ガラスやその周辺）に手を触れない 


A 


やけどの原因になることびあります。 

ち旧ホ音 
巧/皿/エ，音、 

• 読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、つまった原稿を取り除いてください。 


1 ADF ドア開閉レバー(①）を引き、 ADF ドア（②）を開ける 
• ホッパーの原稿を取0除いて<ださい。 
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日常のお手入れ 


2 つまった原福を取0除ぐ 

本機内部に原稿びつまっている場合 

つまった原稿を、 ADF ドアの内側から取り除く 



原稿の一部が排紙□か5出ている場合 

つまった原稿を、排紙口（①）から手前に引き出ず 



取扱説明書（操作編) 
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曰常のお手入れ 


3 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつ< りと巧し下げまず。 
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日常のお手入れ 


お手入れについて 

州則の清掃 

お願い 

• 研磨剤入りの洗剤やシンナー、ベンジンなどは使わないでください（変お、変色の原因になりまず)。 
•] 力月に一度、 LU 下の手順で行ってください。 


1 本機の電源スイッチ（①）を「〇」 （ 棚にずる 



2 やわらかい巧で本機の外側をふく 

• 給紙口（①）や排紙口（⑤）付近の巧れちふさ取ってください。 
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を常のお手入れ 

3ブラシでフアン排気口（①）のちれやほこりを取り除く 
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日常のお手入れ 


内側の清掃 

お知らせ 

• かなくとを過に一度、または2万枚読み取り後のいずれか早い時期に清掃してください。 

• 紙づまりまたは重送び頻繁に発生ずる場合は、□ーラーおよびセンサーを清掃してください。 

• 重送検知び正しく動作しない場合は、重送検知センサーを清掃してください。 

• 読み取り画像に黒または白い線び出る場合は、読み取り面ガラスを清掃してください。 

• 読み取り部の巧れは、読み取る原稿によってち異なりまず。安定した読み取りを行ラために、こまめ 
に清掃してください。 

□-ラークリ ー ニングぺーパーの取り扱いについて 

□-ラーク U - ニン グぺーパーは、切り取り線（①）をはさみなどで切って、袋から取り出してください。 



お願い 


• 乳幼児の手の届かないところに保管して<ださい。 

• 40でじ(上になる場所や直射日光の当たる場所には保管しないでください。 

• □ーラーや読み取り面ガラスの清掃政外の目的には使用しないでください。 

. □-ラーク U - ニングぺーパーに関しての詳細を知りたい場合は、安全データシート （ MSDS ) な 
どの資料をご請巧ください。 

お知5せ 

• 開封後は、ずぐに使用してください。封を切ったまま長時間放置ずると、ペーパー内のアルコール分 
び蒸発し、ク U —ニング効果びな<な0まず。 

• □ーラーク U —ニングペーノ（一びなくなりましたら、本機をお買い上げの販売店でお巧めください。 
側売品品番： KV - SS 03 NA ) 
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曰常のお手入れ 


ブロアーの使い方 

ブ□ア ー( ①）の先端八ケ部を取りはずし、清掃したい部分（③）にあてて、付着したごみを下図のよラに 
吹さ飛ばしまず。 

• 巧れびたまっている場合は、ブ□アーの八ケ部分でちれを取り除いてから、八ケ部を取りはずしてブロ 
アーで吹さ飛ばして < ださい。 
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日常のお手入れ 


搬送路の清掃 


A ミ主意 

連続運転直後は搬送路（読み取り面ガラスやその周辺）に手を触れない 

A やけどの原因になることびありまず。 

局;皿よ眉： 

• 読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、清掃してください。 


お知らせ 

• 搬送路の清掃は、□ーラーの清掃前に実施してください。 
1 本機の電源スイッチを「〇」 （ 切）にずる 

2 ADF ドア開閉レバー(①）を引き、 ADF ドア（⑤）を開ける 



取扱説明書（操作編) 


47 


















曰常のお手入れ 


3 乾いた巧で、搬送路（①）のちれをふき取る 



4 付属のブ□アーで、セルフク U - ニングブラシ（①）に付着したごみを吹き飛ばず 
• 矢印の方向に基準板（③、③）を回し、ブラシび見える状態にしてください。 



-清掃後に基準板（⑤、③）を矢印の方向に回して元の背景色にしてください。 

お願い 

• 清掃後は、基準板の外側の◄マークと基準板の►マークび合っていることを確認してください 
(38 ぺージ)。 

この場所び合っていないと正しい背景色になりません。 
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日常のお手入れ 


5 付属のブ□アーで、イオン噴出口（①）に付着したごみを吹き飛ばず。 

お願い 

• イオン噴出口の清掃の際は、必ず先端八ケ部を取りはずして使用してください。先端八ケ部を使 
用すると、イオナイヴび壊れるおそれびありまず。 



6 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつく0と巧し下げまず。 



7 本機の電源スイッチを「 I 」 （ 入）にずる 
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曰常のお手入れ 


□ーラーの清掃 


A ミ主意 


連続運転直後は搬送路（読み取り面ガラスやその周辺）に手を触れない 

A やけどの原因になることびありまず。 

局;皿/主眉： 

♦読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、清掃してください。 


本機の電源スイッチを「〇」 （ 切）にずる 


2 ADF ドア開閉レバー(め）を引き、 ADF ドア（②）を開ける 



50 取扱説明書（操作編) 
















日常のお手入れ 


3 □-ラーク U - ニングぺーパー (4 已ページ）で、□-ラー表面の巧れをふさ取る 

□-ラーの ふき取りち向 



U タード□ーラー、分離□ーラー 



その他の□ーラー 


お願い 

• U タード□ーラーは、取りはずしてから、図の矢印の方向に、表面の巧れを軽くふさ取ってくだ 
さい。強くふくと、□ーラーび傷ついた0はずれた0しまず。 

U 夕ード□ーラーの取りはずしちは、 「 U 夕ード□ーラーの交換」 （62 ページ）をご参照くだ 
さい。 

• その他の□ーラーは、図の矢印の方向に、表面の巧れをふさ取って<ださい。指で□ーラーをみ 
しずつ回転させて、全周ふさ取ってください。ふき取る際に、□ーラーび回転ずる場合は、軽く 
指で押さえて < ださい。 


取扱説明書（操作編) 
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曰常のお手入れ 


清掃する□—ラーの位置 



①給紙□ーラー 
⑤分離□ーラー 

③ フ U — □ーラー 

④ U 夕ード □— ラー 



⑥駆動 □ —フー 
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日常のお手入れ 


4 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつく 0と巧し下げまず。 



5 本機の電源スイッチを「 I 」（入）にずる 

6 ユーヴーユーティ U ティーで□-ラー清掃のカウンターをゼ □ (0) にずる 

• ユーヴーユーティ U ティーを起動し、画面上の「□ーラー清掃後」の[カウンターク U アー]ボタン 
を巧して「□ーラー清掃後」カウンターをゼ □ (0) にしてください。 

• 詳細は、ユーヴーユーテイ U ティーのヘルプをご参照ください。 


取扱説明書（操作編) 
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曰常のお手入れ 


センサーと読み取り面ガラスの清掃 


A ミ主意 


連続運転直後は搬送路（読み取り面ガラスやその周辺）に手を触れない 

A やけどの原因になることびありまず。 

局;皿/主眉： 

♦読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、清掃してください。 


1 本機の電源スイッチを「〇」 （ 切）にずる 
2 ADF ドア開閉レバー(①）を引き、 ADF ドア（②）を開ける 
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日常のお手入れ 


3 付属のブ□アーで、センサー(①、③、③、④、⑦)、および反射板（⑩）に付着したごみを吹き飛ば 
し、□-ラーク U - ニングぺーパー (4 已ぺージ）で、読み取り面ガラス（⑥、③）と、基準板（⑥、 
(8))の巧れをふさ取る 


清掃ずるセンサーの位置 



① 待機センサー 

⑤ 重送検知センサー 

③ 滑り検出センサー 

④ 始端センサー 

⑥ 読み取0面ガラス（表) 

⑥ 基準板屬） 

⑦ 原稿センサー 



⑥ 基準板度） 

⑤ 読み取0面ガラス（裏) 


お願い 

• 清掃後は、基準板の外側の◄マークと基準板の►マークび合っていることを確認してください 
(38 ぺージ)。 

この場所び合っていないと正しい背景色になりません。 
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曰常のお手入れ 


清掃する反射板の位置 



⑩反射板 



4 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつ<0と巧し下げまず。 



5 本機の電源スイッチを「 I 」（入）にずる 
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ミ肖耗品-オプション品について 


消耗品•オプション品 



製品名 

品番 

備考 

消耗品 

□ーラー交換キット 

• 給紙□ーラーモジュール 

• U タード□ーラー 

KV - SS 039 N 

— 

□ーラーク1」ーニンク'ペーパー 

KV - SS 03 NA 

「□—ラーク U -ニンク'ペーパー 
の取り扱いについて」 （4 已ペー 
ジ）をご参照< ださい。 

インクカートリッジ 

KV - SS 021 N 

オプション品のインプ U ンター 
ユニツト用でず。 

取り付け-取りはずしについて 
は、「インクカート U ツジを取 
り付ける」 （6 日ページ）を 
ご参照 < ださい。 

オプション品 

インプ1」ンターユニット 

KV - SS 014 N 

原稿に文字や数字を印きしまず。 
消耗品のインクカート U ツジ 
を1個、付属していまず。 

取0付けについては、「インプ 

U ンターユニツトを取0付け 
る」 （66 ページ）をご参照 
<ださい。 


お知らせ 

-消耗品やオプション品のご購入は、本機をお買い上げの販売店までご連絡ください。 


消耗品の交換時期について 

3已万枚読み取り後は、給紙□ーラーモジュール、および U タード□ーラーの交換をおずずめしまず。 

(3 已万枚とは標準紙の読み取り枚数で、実際の□ーラーの寿命は、読み取る原稿の紙質などによって異なり 
まず。） 

読み取り枚数は、ユーヴーユーテイ U ティーで確認でをまず。 
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消耗品 • オプション品について 


消耗品を交換ずる 

紙づまりや重送び頻繁に発生し、□ーラーを清掃（已〇ページ）してち直らない場合は、別売の「□ーラー 
交換キット （ KV - SS 03 日 N )」 をお巧めのラえ、給紙□ーラーモジュール、および U 夕ード□ーラーを同時 
に交換してください。 

給紙□—ラーモジュールの交換 

1 本機の電源スイッチ（①）を「〇」 （ 切）にし、電源プラグをコンセントから抜く 



2 ADF ドア開閉レバー(①）を引き、 ADF ドア（②）を開ける 



已8 
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ミ肖耗品-オプション品について 


3 給紙□—ラーモジュールのレバー(①）を矢印（〇、包）の順番に動かし、給紙□-ラーモジュールを 
手前に抜さ取る 





4 別売の「□ーラー交換キット （ KV - SS 03 日 N )」 を開けて、新しい給紙□ーラーモジュールを取り出ず 
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消耗品 • オプション品について 


5新しい給紙□ーラーモジュールを取り付ける 

• 給紙□-ラーモジュールのレバー(①）を下げた状態で両側の突起部分（③）を溝（③）に通し、 
レバーを「カチッ」と音びずるまで、矢印方向にゆっくりと巧し上げまず。 




お願い 

• 給紙□ーラーモジュールのレバーびさちんとセットされているか、確認してください。レバーび 
さちんとセツトされていないと、レバーや給紙□ーラーモジュールび破損したり、正常に動作し 
ないことびあ0まず。 
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ミ肖耗品-オプション品について 


6 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつく0と巧し下げまず。 



7 電源プラグをコンセントに差し、本機の電源スイッチを「 I 」（入）にずる 
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消耗品 • オプション品について 


リタードローラーの交換 

1 本機の電源スイッチ（①）を「〇」 （ 棚にし、電源プラグをコンセントから抜く 



2 ADF ドア開閉レバー(め）を引き、 ADF ドア（②）を開ける 
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ミ肖耗品-オプション品について 


3 U 夕ード□ーラーカバーの切り欠き部分（①）におをかけ、手前に引き、取りはずず 



4 ツメ（①）を矢印方向に引きなびら、 U 夕ード□-ラー(⑤）を矢印ち向に持ち上げ、向かってち側の 
シャフトを取付台の巧から引さ抜< 



5 別売の「□-ラー交換キット （ KV - SS 03 日 N )」 から、新しい U 夕ード□-ラーを取り出ず 
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消耗品 • オプション品について 


6 U タード□ーラーを取0付ける 

• ①の形状のシャフトを取付台の巧（②）の形に合わせて差し込みまず。反対側の溝のあるシャフト 
(③）を、「カチッ」と音びずるまで巧してください。 



お願い 

• U タード□ーラーを取り付けた後、ツメにシャフトび入っていること、シャフトび回転したり動 
いたりしないことを確認してください。正しく取り付けられていないと、重送や紙づまりの原因 
になりまず。 
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ミ肖耗品-オプション品について 


7 U 夕ード□ーラーカバーの突起（①）を本体の巧に差し込み、 U 夕ード□ーラーカバーの③の部分を矢 
印の方向に「カチッ」と音びずるまで巧して閉める 



お願い 

• U タード□ーラーカバーび浮さ上びっていないことを確認してください。 

U タード□ーラーカノ（一の閉めかたび不完全だと、紙づまりや破損の原因になることびありまず。 


8 ADF ドアを閉める 

• 「カチッ」と音びずるまで、両手で矢印方向にゆつ<0と巧し下げまず。 



9 電源プラグをコンセントに差し、本機の電源スイッチを「 I 」（入）にずる 

10 ユーヴーユーテイ U テイーで□-ラー交換後のカウンターをゼ □ (0) にずる 

• ユーヴーユーテイ U テイーを起動し、画面上の「□ーラー交換後」の[カウンターク U アー]ボタン 
を巧して「□ーラー交換後」カウンターをゼ □ (0) にしてください。 

• 詳細は、ユーヴーユーテイ U ティーのヘルプをご参照ください。 
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消耗品 • オプション品について 


オプション品を取り付ける 

インプリンターユニットを取り付ける 

インプ U ンターは、読み取る前に原稿の表面に印字しまず。読み取0画像にち印字結果び乂〇まず。 
1 本機の電源スイッチ（①）を「〇」 （ 切）にずる 



2 インプ U ンタードアを開ける 
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ミ肖耗品-オプション品について 


3ケーブルを接続ずる 



お願い 

• コネクターを 挿入ずる前に、 コネクターの 向さを確かめてください。 

4インプ U ンターの向きを図のように保ちなびら、両側のピン（①）をスキヤナー本体のス U ツトに合わ 
せて入れ、両側のピン（⑤）を、バネ（⑤）で固定されるところまで入れる 
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消耗品 • オプション品について 

5 インプ U ンタードアを閉める 



6 本機の電源スイッチを「 I 」（入）にずる 

お知らせ 

• インクカート U ツジの取り付けについては「インクカート U ツジを取り付ける」 （6 日ページ) 
をご参照 < ださい。 
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ミ肖耗品-オプション品について 


インクカートリツジを取り付ける 

インプ1」ンターにインクカート U ツジを取り付けまず。 
1 本機の電源スイッチ（①）を「〇」 （ 切）にずる 



2 インクカートリツジの保護フイルムをはずず 
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消耗品 • オプション品について 


3キヤ U ツジをインプ U ンターのインクカート U ツジ交換位置に移動ずる 



お願い 

• インプ U ンターのラベルに従って位置を合わせてください。 
4図のよラにインクカート U ツジの先端からキヤ U ツジに入れる 



5インクカート U ツジのアジャストレバー(①）を□ックずる 
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ミ肖耗品-オプション品について 


インクカートリッジを取りはずず 

1本機の電源スイッチを「〇」 （ 切）にずる 
2キヤ U ッジをインクカート U ッジ交換位置に移動ずる 



お願い 

• インプ U ンターのラベルに従って位置を合わせてください。 
3アジャストレバー(①）を図のよラにつまみ、レバーを上げる 



4インクカート U ツジ（①）を取りはずず 
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消耗品 • オプション品について 


印字について 

インプリンターの印字位置の調壁 

1 キヤ U ツジを移動させ、インジケーター(①）を▲マーク（⑤）に合わせる 

• インプ U ンターユニットのスケール上の▲マークび印字位置でず。それじ(外の位置では印字でさませ 





印字可能位置 



印字方法 

に P 、 TWAIN 、 ISIS でインプ U ンターの設定をずると印きびできまず。 
実際の印字方法については、に P または円 E のヘルプをご参照ください。 
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化要なとさ 


故障かなと思ったとさ（簡単なトラブル点検） 

使巧中に異常び発生した場合には、下表に従って処置ずるととちに、本機の状態をユーヴーユーティ U ティー 
で確認して ください。 

それでを直らないとさは、必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡くださ 
し、。 


症状 

原因 

処置 

電源を入れてを、レディラン 
プび点灯しない 

電源プラグび抜けていまず 

電源プラグを確実に差し込んで < ださ 
い 

電源に問題びあ0まず 

電源コードをコンセントから抜さ、 
サービス技術者に連絡して< ださい 

コンピューターからスキヤ 
ナーび認識されない、動作び 
不安定 

本機とコンピューターび正しく接続さ 
れていません 

US 目ケーブルを確実に接続してくだ 
さい 

ソフトウェアび正しくインス1-ールさ 
れていません 

ソフトウェアを一度コンピューターか 
らアンインストールし、再度ソフト 
ウェアのインス1-ールを行ってくださ 
い 

(取扱説明書（設置編）の「ソフト 
ウェアをインス!-ールずる」をご参照 
<ださい） 

コンピューターの USB インター 
フェースび正しくインス1-ールされて 
いません 

デノ（イスマネージヤーのプ□ノ（ティな 
どで確認し、 USB インターフェース 
を正しくインス1-ールしてください 

USB ノ \ブを経由して接続していまず 

USB 八ブを経由して接続しないでく 
ださい 

USB ケーブルに問題びありまず 

付属の USB ケーブル、または USB 
2.0 Hi - Speed □ゴ認証済みの USB 
ケーブルを使用してください 

読み取り速度び遅い 

USB ].1に接続していまず 

USB 2。に接続してください 

ホッパーに原稿を載せてち、 
読み取0スタートしない 

原稿び正しくセットされていません 

原稿を正しくセットしてください 
に0ぺージ） 

原稿びカー J レしてセンサーで検知され 
ていません 

原稿のカールを伸ばしてから 
(18 ページ)、ホッパーに再度セット 
してください （20 ページ） 
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必要なとさ 


症状 

原因 

処置 

原稿び重送ずるなどスムーズ 
に搬送されなかったり、読み 
取りの途中で原稿が止まる 

給紙 □ ーフー、分離 □ ーフー、 U 夕一 
ドローフー、駆動 n — フー、および'フ 

U — n — ラーがミちれています 

給紙 □ ー ラー、分離 □ ーラー、 U 夕一 
ドローフー、駆動 □ —フー、およびフ 

U 一 □ ーフーを清掃してください 
(50 ぺージ） 

センサー、および反射板がミちれていま 
す 

ずべてのセンサー、および反射板を清 
掃してください（已4ページ） 

給紙□-ラー、分離□—ラー、および 

U タード□ーラーび摩耗していまず 

給紙□ーラーモジュール、および U 
タード□ーラーを交換してください 
(已8ページ、62ページ） 

原稿びカー J レしたり、端び折れるなど 
によ0、左ちの厚みび違っていまず 

原稿の力ールまたは折り目を直し 
(18 ページ)、枚数を減らしてくださ 
い 

規定外の種類または厚みの原稿でず 

読み取り可能な種類、または厚みの用 
紙にコピーして読み取つて < ださい 
(18 ページ） 

規定の長さより短い原稿でず 

読み取り 巧 能な原稿サイズの用紙にコ 
ピーして読み取つて < ださい 
(18 ページ） 

手差し読み取0になっていまず 

手差し切替レノ（一で連続読み取りにし 
てください （14 ページ） 

原稿の先端び大さ < ずれていまず 

原稿の先端をそろえて、セットしてく 
ださい （20 ページ） 

ホッパーにセットした原稿枚数びをず 
ざまず 

原稿ガイドの最大 量 表おじ(下まで、原 
稿を減らしてください 

紙づま〇び頻繁に発生ずる 

原稿にしわび寄っていまず 

原稿をのばして、セットして < ださい 

給紙 □ ーフー、分離 □ ーフー、 U 夕一 
ドローフー、駆動 □ ーフー、およびフ 

U — □ーラーがミちれています 

給紙 □ ー ラー、分離 □ ーラー、 U 夕一 
ドローフー、駆動 □ ーフー、およびフ 

U 一□ー ラーを清掃してください 
(50 ぺージ） 

センサー、および反射板げミちれていま 
す 

ずべてのセンサー、および反射板を清 
掃してください（已4ページ） 

原稿の先端び大さ < ずれていまず 

原稿の先端をそろえて、セットしてく 
ださい （20 ページ） 

ホッパーにセットした原稿枚数び多ず 
ざまず 

原稿ガイドの最大 量 表おじ(下まで、原 
稿を減らしてください 
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必要なとさ 


症状 

原因 

処置 

読み取り画像び斜めになって 
いる 

原稿ガイドび原稿の両端に当っていな 
し、または原稿び斜めにセツトされて 
いまず 

原稿ガイドや原稿を正しくそろえて 
セットしてください （20 ページ） 

原稿びカールしたり、端び折れるなど 
により、左ちの厚みび違っていまず 

原稿の力ールまたは折り目を直し 
(18 ページ)、枚数を減らしてセット 
して<ださい 

読み取0画像が真っ白である 

読み取り面び裏返しにセツトされてい 
まず 

読み取り面を正しくセットしてくださ 
いに0ページ） 

読み取り画像に縦スジび現れ 
る 

読み取0面ガラスび巧れていまず 

搬送路、セルフク1」一ニングブラシ、 
およびイオン噴出□を清掃し 
(47 ページ)、読み取り面ガラス 
(表•裏）を清掃してください 
(54 ぺージ） 

読み取り画像に濃度ムラびあ 
る 

読み取0面ガラスび巧れていまず 

読み取り面ガラス（表•裏）を清掃し 
てください（已4ページ） 

光量分巧のノ（ラツキびあ0まず 

シェーディングを調整して < ださい 
(76 ページ） 

読み取0画像の色調び著し< 
原稿と異なる 

ディスプレイの設定びずれていまず 

ディスプレイの設定を調整してくださ 
い 

読み取0画像に黒点やノイズ 
び発生ずる 

読み取0面ガラスび巧れていまず 

搬送路、セルフク U —ニングブラシ、 
およびイオン噴出□を清掃し 
(47 ページ)、読み取り面ガラス 
(表•裏）を清掃してください 
(54 ぺージ） 
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必要なとを 


シェーデイング補正 

シェーデイング補正とは 

シェーディング補正とは、ランプ光量、センサー画素感度などのばらつさを補正し、読み取り画像の濃度む 
らをな減するための機能でず。本機では、付属の専用シェーディング用紙を用いてユーヴーユーティ U ティー 
にて行ラ ことびでさまず。 

シェーディ ング補正び必要な時 

読み取り画像の濃度や明るさび部分的に極端に異なるとさ、または本機の内部を清掃した後ち画像品質び改 
善されないとさに行ってください。 

シェーディング補正を実施ずる前に 

シェーディング補正を行ラ前には、必ず読み取り面ガラス（表)、読み取り面ガラス（裏)、および読み取り 
部周辺の搬送路、セルフク U —ニングブラシ、イオン噴出口、ずべての□ーラーを確実に清掃してください。 
巧れたままでシェーディング補正を行ラと、読み取り画像にスジび入りまず。 

シェーデイング補正方法 

1ユーヴーユーティ U ティーを起動ずる 

2 メインメニュー上の「ユーヴーシェーディング」をク U ックし、画面の表示に従って操作ずる 

お知らせ 

• 詳細はユーヴーユーテイ U ティーのヘルプの r [ユーヴーシてーデイング]画面」をご参照くだ 
さい。 


お願い 

• シェーディングび正しく行われていない場合、シェーディング補正を行った後でを読み取り画像にス 
ジび入ったり、読み取り面ガラスを清掃してをスジび消えないことびありまず。その場合は、再度清 
掃をしてから、シェーデイング補正を行ってください。 
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化要なとさ 


再包装のしかた 

輸送用包装箱、緩衝材などの包装資材は、再包装時に必要になりまずので、ずべて大切に保管してください。 
本機を移設ずる場合は、下記の手順に従って再包装してください。 

お知5せ 

• 再包装び適切に行われていないと本機び故障し、修理に費用びかかりまずので十分を意してください。 
• 再包装ずる際は、必ず本機専用の包装箱•包装資材をご使用ください。 

• 包装時および運搬時は、本機を倒さないでください。 

包装時にが要なちの 

-本機専巧の包装箱-包装資材 
• 包装用テープ-はさみ 

1 コンセントから電源プラグを抜さ、電源コード、および USB ケーブルをはずず 
2 排紙ストッパーおよび延長トレイを収納ずる 
3 U 夕ード□-ラーを取りはずず （63 ぺージ） 
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必要なとを 


4 本機を包装ずる 




① ジョイント 

② USB ケースレ 

③ 電源コード 

④ U 夕ード□- ラー 
⑥ブロァー 

⑥ • Drivers & Utilities / Manuals CD-ROM 
-取扱説明書（設置編） 

• シェーディング用紙 
• □ー ラー ク U —ニングペーパー 
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化要なとさ 


仕様 


項目 

KV-S 己〇已己 CN 


読み取り面 

両面読み取り 


読み取りち法 

表面 ： CCD (600 dpi ) 

裏面 ： CCD (600 dpi ) 


読み取り速度‘ 1 
(縦置を） 

2 値/カラー 

300 dpi 

片面読み取り時 

A 4 : 50枚/分 
両面読み取り時 

A 4 ：100画像/分 


読み取り速度 >1 
(横置を） 

2 値/カラー 

300 dpi 

片面読み取り時 

A 4 : 60枚/分 
両面読み取り時 

A 4 ：120画像/分 

読み取り部 

解像度 

1 日日〜目日日 dpi (1 dpi ステップ） 

光学解像度：目00 dpi (主走査方向、副走査ち向） 

階調 

2 値、グレースケール、カラー、 

マルチスト U — ム （ Multistream ) : 

2 値&グレー、 2 値&カラー 


画像処理 

ダイナ 5 ックスレッシュホールド、 画像強調、地色追従、 

像域分離、白黒反転 


圧縮 

JPEG (カラー、グレースケール） 


読み取り画像 サイズ 最大 

3 日 己 X 2,540 mm 



サイズ 

48 X 7 日〜 297 X 432 mm 


読み取り原稿' 2 

厚み 

日. 04 〜日 .2 mm 



搬送可能原稿重量 

20 〜 157 呂 / m 2 


ホッパー 容量 

200枚 （75 g / rrt . 新撇 


• dpi ; ドット/インチ 

’1読み取り速度は、使用するコンピューター、オペレーテイングシステム、アプリケーション、測定ち法、画像のデータ量および 
紙質によって異なります。読み取り速度は、弊社測定方法によるをのです。 

で規定かの原稿サイズを使用した場合は、読み取り品質はな証でさません。 
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必要なとを 


項目 

KV - S 己〇已己 CN 


外形寸法（横幅 X 

奥行 X 高さ） 

468 X 444 X 339 mm 


が旦 

貨里 

18 kg 


電源 

AC 100〜 120 V 、 已0/60 Hz 

本体 

消費電力 

最大（スキャナー 
読み取り時） 

100 W (AC 100〜 120 V ) 


最ル（待機時） 

35 W (AC 100 〜 120 V ) 



省電カモード時 

3 .已 W し i (下 （AC 100〜 120 V ) 

使用環境 

温度： 1 已〜 30 ° C 、 湿度： 20〜80 〇/〇 RH 

巧巧環境 

温度： 〇〜40 ° C 、 湿度；10〜80 〇/〇 RH 
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化要なとさ 


保言正とアフターヴービス な^お読みください) 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの,眼売店へ 

\ お申し付けください ノ 


■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、 
お買い上げの販売店からお受け取0 < ださい。 

よ<お読みのあと、保管して<ださい。 


保註期間：お買い上げ曰か5本体1年間 

消耗品は保証期間内でを有料とさせていたださまず。 

■補修用性能部品の保有期間口年] 


当社は、この高速カラースキャナーの補修用性能 
部品（製品の機能を維持ずるため部品）を、製造 
巧ち切り後 7 年保有していまず。 


修理を依頼されるとき 


本書 73 〜 7 已ページの表に従ってご確認のあと、直 5 ないとさは、まず電源プラグを抜いて、お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

♦保註期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていただ 
さまず。 

•保註期間終了後は 

診断をして修理でさる場合は、ご要望により修理 
させていたださまず。 

* 修理料金は;欠の内容で構成されていまず。 

I 技術料 I 診断-修理-調整-点検などの費用 
I 部品代 I 部品および補助材料代 
I 出張料 I 技術者をが遣する費用 


ご連絡いただきたい内容 

品名 

高速カラースキャナー 

品番 

KV-S 己〇已已 CN 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


ご相談におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 

-お客様の個人情報やご相談内容を、その対応や修理確認などのために利用し、残ずことびありまず。 
-個人情報やご相談の記録を適切に管理し、正当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供しません。 

-ナンバーディスプレイを採用し、折り返し電話させていただくことびありまず。 

(お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。） 
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索引 


索引 

英数字 

ADF ドア 14 

ADF ドア開閉レバー14 

CPU 4 

Drivers & Utilities / Manuals CD-ROM 
USB ヶーブル 78 
USB コネクター]已 

あ行 

圧縮 79 

安全上のごミ主意 7 

インクカートリッジ已7, 6日 

印字位置調整 72 

インターフェース 4 

インプ U ンタードア]已 

インプ U ンターユニット已7,日日 

エネルギースター 4 

エラー ランプ]4, ]6 

延長トレイ14 

お手入れ 43 

オプション品已7 

オペレーティングシステム 4 

か行 

外形寸法 80 
解像度 79 
階調 79 
画像処理 79 
基準板 37,已已 
給紙口 43 

給紙□ーラーモジュール已8 
原;局 

原稿を読み取る 20 
ミ昆載条件18 
読み取りび困難な原稿1日 
読み取0可能な原稿18 
原稿ガイド ] 4 
原稿ガイド□ック]4 
原稿びつまったとさ 40 
故障かなと思ったとさ 73 
コント□-ルシート 34 
コン ピューター 4 

さ行 

再包装 77 


最大量表示 23, 2日 
シェーディング 76 
シェーディング用紙 78 
システムの必要条件 4 
質量 80 

重送スキップキー]6 
ジョイント 78 
78 仕様 7日 

使巧環境 80 

消費電力 80 

消耗品已7 

消耗品の交換已8 

スタート/ストップキー]6 

センサー 


原稿センヴー 

55 

始端センサー 

55 

重送検知センサー已已 

滑り検出センサー已已 

待機センサー 

55 

センサーの清掃 

54 

操作パネル14, 

16 

た行 


手差し切替レバー 

14 

電源 80 


電源〕ード15, 78 

電源スイッチ]4, ]7 

電源用コネクター 

15 

は行 


八ードディスク 

4 

背景色 37 


排紙口 41,43 


排紙ストッパー 

14 

排紙トレイ]4 


排紙補助ガイド 

14 

反射板已日 


搬送路の清掃 47 

フアン排気口 ] 

5, 44 


ブ□ァー 46, 78 

保証とアフターサービス 81 

保を環境 80 

ホッパー14 

ホッパー延長トレイ]4 

ホッパー容量 79 

ま行 

メモリー 4 
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索引 


や行 

ユーヴーユーティ U ティー已3, 6已 

読み取り原稿 79 

読み取り速度 79 

読み取0方法 79 

読み取0面 79 

読み取0面ガラス已已 

5行 

ランプ表示]6 
レディランプ]4, ]6 
□ —ラー 

給紙 □ ーフー已2 
駆動 □ —ラー已2 
フ U - □-ラー已2 
分離□ーラー已2 
U 夕ード□-ラー已2, 62 
□—ラーク U - ニンク'ペーパー]],4已，已7, 78 
□— ラー交換キット 已7 
□ー ラーの清掃已〇 
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■本製品は日本国内用です。国外での使用に対するサービスは致しかねます。 

This product is designed for use in Japan . 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan . 


パナソニックシステムネットワークス株式会社 

干]已 3-8687 東京都目黒区下目黒二 T 目3番8号電話の 3)3491-9191 


◎ Panasonic System Networks Co ., Ltd . 201 0 


D 0310 YR 1050 




